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すい と考 えられ るが,口 蓋隆起部に発生 した扁平
上皮癌の報告は非常に稀である2,3)。今回われわれ
は,口 蓋隆起部に発生 した扁平上皮癌の1例 を経
験 し良好な治療経過を得たので報告する。
　口蓋隆起 は白人に比ベアジア人での発現頻度が
































　 処置および経過:平 成22年7月,入 院全身麻




　既往歴:白 内障,高 血圧症,脂 質異常症,脂 肪
肝,気 管支喘息,骨 粗鬆症にて多数服薬 しており,
平成18年か らビスフォスフォネー ト薬(ベ ネ ッ






を受診し,ス テロイ ド軟膏 を処方 され経過観察を






触痛があった。　 エ ックス線,CTを 撮影 した と





の安全域 を設定 して電気メスにて口蓋粘膜 を骨膜
まで切開 した。続いて口腔前庭部 を切開 し梨状口
下縁を明示 して,鼻 中隔マイセル を用いて鼻中隔
を切離した。鼻腔底粘膜 を上方へ剥離 し,ノ ウベ











整 を繰 り返 しなが ら使用 していたが,術 後3か 月
には鼻腔粘膜の露 出はな くなり,オ ブチュレー
ターの使 用を中止 した。 その後,術 後1年10か
月の現在まで再発,転 移等の異常もなく良好に経













　 術後33日目まで は軟 膏 ガーゼ とサー ジカル
シーネにて創部 を保護 していたが,術 後19日目
に印象採得 を行い,術 後34日目でオブチュレー
ターを製作の うえ装着 した(写 真8)。オブチュ
レーター装着の状態で摂食,構 音に支障がないた
め,術 後35日目で退院 とした。以後,外 来にて
験例のように良好な治癒経過をたどるとは限らな
いが,こ の術式は口蓋隆起 に発生 した扁平上皮癌
の切除法 として非常に有効 と思われる。
　今回われわれは,口 蓋隆起部に発生 した扁平上
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におよぶ上顎癌の切除法に準 じて,鼻 腔底粘膜 を
含めて切除したと報告 している。術後は顎義歯 を
使用 している。また骨への浸潤 を認めなかった1
例については,骨 口蓋 を保存 して口蓋隆起の基部
で切除したと報告 している。
　自験例では,浸 潤範囲は口蓋隆起部の骨におよ
んでいたが,鼻 腔底へは達 していなかった。われ
われは,口腔前庭部 を切開し,梨状口よりあらか
じめ鼻腔底粘膜を上方へ剥離 した上で,骨 口蓋の
切除を行 うことで鼻腔底粘膜 を保護できた。その
結果,口蓋粘膜が修復 され,術後3か 月でオブチュ
レーターが不要になったと推測される。すべての
症例において適応できるとは限らず,ま た必ず 自
